
M プロジェクトは、この脊椎整復フレームを開発するために、メディカルネット岡山のメンバーが集まって取り
組んだ開発プロジェクトです。脊椎整復フレームの開発は、ミズホ㈱と高知大学病院の医師が開発を進めていたと
ころ、ものづくりのノウハウを持っているメディカルネット岡山へ共同開発の打診がありました。
メディカルネット岡山では、コアテック㈱を核に設計が得意な企業や部品加工得意な企業が集まり、さまざまな
開発課題を解決するため、アイデアを出し合いながら設計・試作を進めました。現在、プロトタイプの完成を機に
医療機器として届出も済ませ、臨床での有効性も確認ができました。

高齢者の三大骨折の一つに数えられる背骨部の「脊椎
圧迫骨折」は、症状により「椎体形成術」という手術で治
療されることがあります。この手術では、脊柱アライメン
ト（背骨部の姿勢）が手術の成否を決める重要な要因とな
ります。今回、開発した脊椎整復フレームでは、手術中に
レントゲン透視画像を見ながら椎体を適切な位置に調整
し、正確な手術することができるようになります。
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当社コアテック㈱は、この脊椎整復フレームの開
発において設計を担当しました。医師が望む機能を
どのようにメカとして実現するのか大変苦労しまし
た。医師とのコミュニケーションでは、3D-CAD
を用いて視覚的に説明することが役立ちました。

コアテック㈱………………………………………設計
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